中華骨髄バンクにプラスチック製真空採血管50万本を寄贈
2006年4月17日
積水化学工業株式会社

  積水化学工業株式会社（社長:大久保尚武）は、中国赤十字会の中国造血幹細胞捐献者資料庫管理中心（通称：中華骨髄バンク）に対し、2006年から2007年の2年間でプラスチック製真空採血管50万本を寄贈することを決定し、寄贈式を3月23日に北京で開催しました。

■寄贈の背景

  当社は、2002年に中国事業を本格的に開始し、中国事業の売上高（輸出含む）は約125億円、現地従業員数は825名（売上高は2005年度見込み、従業員数は2005年3月末）におよびます。今後も中国事業を拡大し、2010年度には売上高520億円、従業員数は1600名を計画しています。

  2006年度からスタートした2008年度までの中期経営ビジョン「GS21-Go!Frontier」の中で、積水化学グループのステークホルダーとして「お客様」、「株主」、「従業員」、「取引先」、「環境・地域」の５つを定めています。中国においてステークホルダーとの良好な関係を築いていくため、社会貢献の一環として今回採血管の寄贈を行いました。

■寄贈について
１）寄贈物

  プラスチック製真空採血管50万本（約70万人民元相当 ※日本円で約1000万円）
２）寄贈方法

  2006年～2007年の2年間に数回に分けて中華骨髄バンクに寄贈

３）寄贈物の用途

  今回寄贈されるプラスチック製真空採血管は、中華骨髄バンクの全国30箇所の拠点でのドナー登録に必要な採血検査に使用されます。
４）寄贈先（中華骨髄バンク）について

現在、中華骨髄バンクのドナー登録数は2005年10月に35万人を超え、急速に増えつつあります。同バンクは2010年に登録者数100万人を目指しています。
５）その他
  寄贈される真空採血管は、積水化学グループ会社の「北京積水創格医療科技有限公司」が製造するものです。同社は2003年に中国企業との合弁により設立されました。
■寄贈式を開催
  3月23日に、北京市内のホテルにて寄贈式を行いました。式典には、一般・経済・医療関係のマスコミ50社の記者も出席されました。

  式典では、当社高機能プラスチックスカンパニー 松永隆善プレジデントから中国赤十字会へ目録が渡されました。また、中国赤十字会から積水化学へ寄付に対する感謝状が渡されました。
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（左から）積水化学 高機能プラスチックスカンパニー 松永隆善プレジデント、中国赤十字会 王海京秘書長、中華骨髄バンク 洪俊岭主任


（3月23日の寄贈式にて）








＜本件に関するお問い合わせ先＞


積水化学工業株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ  中村


TEL:03-5521-0522  E-mail: � HYPERLINK "mailto:nakamura083@sekisui.jp" ��nakamura083@sekisui.jp�


〒105-8450 東京都港区虎ノ門2-3-17 虎ノ門2丁目タワー
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